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　　　　　　　　　　　後鰓 類数種 の 染色体　　　稲 葉　明 彦　（広島大 。臨海）

鸚 類 タ マ ノ ミ ド リ規 Fden… ltina　iitna．T， マ ・ モ ウ ミ ウ シ ハ 〜伽 傭 。。。 及 び裸鰓 類 。 ガ ネ
．
。 ツ カ

サ ウ ミウ シ D °t°　beUa
，

ゴ
’
一 ミ ・ ウ ミ ウ シ α 而 ・・噸 脆 嬾 畷 鰾 の 染色体 欟 察 し た牒 従

来 の 瑚 （lnaba 　
’59） と同 じ く・ 輻 類 2 種 は ・・ − 34，・ − 1・

， 裸鰓類 ・ 種 は 2・ 一・6，。 一 ・3　 ，
・
あ 。 た 。

2 枚 貝 同 様 の 腿 も穣 舌類中 で 游 殊 な種 と して 黼 さ禍 タ マ ・ ・ ド ・脳 も fゆ 嚢舌類と全 く同様
な 搬 を持 ・ て い る ・ とは ・ 紛 種 の 形態的特異性 が 二 齲 観 の

一
紡 る ・ とを胤 て い る。

繍 総 分類 上 しば し ば問題 とな る イ ・ ア ・ モ チ の 遍 ・ ・ ア ・ モ テ ・ ncidietla 　kttrodaiの 難 髄 観
察 した覯 2” − 34 ・・ m ・祠 7 丁

砺 た ・ ・ の 類 雌 糊 市類 臥 れ ら奴 賊 が鵬 膿 竝 て る鵡
多 係 統一ヒ歟 深 い 群 で あ る が ・

・ メ ア ワ モ チ の 核型 賄 纐 艱 目 （lnab ・
・53） と後鰓 鞭 齟 （1。 。ba

’59） の 双方 に 似 て お り中間的存在 を示 し て い る 。

　　　　　　　　　＝ 信 性人類腫瘍 の 染色体研究　　 外村　晶　（北大 ・理 ・動）

顯 醗 礪 飾 胞 曝 色騰 成 は一
般的 氈 常讎 胞 の 染色体 と は 数 の ー f， ・ら も諺 態の 上 か ら根 な

っ て い る場合 が多 い 。演 者は 昏種 の 人類腫瘍の 染色 体 を研究中 ，
60才 の 】女子患者に お い て 染 色体数 46 を

もつ 鸛 細胞 が 高 率咄 現す 張 水性 の 卵巣鵬 観 齔 た． ・ の 鸛 の 勝 細胞 喋 色体 は 19 個 。 Mgt
染色体 ・

21 ず齣 S 型難 無 よ び 6・tecの T 轢 色 鹸 瞳 。 て ・・ る ． ・棺 文馬 礑 体髄 の 艶 鰭
成は 2° 個 の M 型 ・

2° 個 の S 型＊・
．よ び 6 伽 T 型 よ 瞭 ・ て い る．さ ら に こ の 鵬 の 6 個の 丁 鞣 齢

中に は動 て 大形 の 染色  qf 固存在 し ・ 形態 的 に 証 常讎 肋 そ i・・U・；t・HAらか 眠 な っ て い る ． ， の 実
事 鰰 細胞 嘆 瘍化 の 塵 誘 ・・ て 染 醂 一巳駄 き嬬 造畷 儡 ・鶴 て L・ 6 ・ と 瀦 示 掲 もの 驚 る 。

ま た染色体分析が癌性 と非癌性疾 患 の 判定 に 有 意 義 な 役割 を演ず る こ と を云 し て い る．

　　　　　　　　人癌の 組織培養 とその 染色体　　　佐 々 木 本遊 　（北大 ・理 ・動）

3 勧 入 驢 織・陥 〔N ・・41）調 癌晒 轗 〔N ・・ll3）汲 喉 貅 巴腺転移 （N 。．｝23），妨 び 旺
常 人 胎児 鞴 髄 職 し・そ 描 の 継 f慵 養旗 肋 け 蝶 色体 艢 航 た．N ・ ．4・ 及 び N 。 ．123 の 細胞
は いずれ も染 色体数 46 で ち り，そ の 核型 は 正 常体紙胞 の そ れ と同 じで あ っ た、No ，113 は 培養 2 代 目 tC　・ti’
い て は 39一一47 の 染 色体数籤 を示 」 そ 畊 礫 色騰 45 の 細 胞 が 最高の 出旛 （6・％ ） で あ 。 た． ，

の 髄 の 核型は 醗   靤 の kit と極 め て 類似 し ・ 哺 が 、 劉 ・ 対 s の 常染色嚇 煙 髪 ず 1亂 か 存
在 し な鴨 蠍 轢 さ縦 染色体数 46 嚥 茸訪 腿 証 常体細胞 醍 批 雕 で あ 。 た ． 培養 玳 目に お

匠 藤 し た 細胞 は つ
一
べ て 46 の 染 色 体数 を机

．
・い た．正 常胎児 の 撫 胞 は継代麟 ユ・ ，Tt　 c．約 フ。　m

の 問 46 個 の 染色体数 を保持 し て い た 。

以上 噸 鞴 果 よ り・培養 さ横 細 包難 の 戯 灘 起源 に つ い て 2
，

3 の 考察 翫 凝 c

　　　　　　　ガ ン マ 線の 塔養細 胞IC及 ほす影響 ， 特に細胞の 再増殖とその 染色体

　　　　　　　　　　　　　　 中西　宥 ・
水谷　正 寛　（北大 ・理 ・動〉

燗 の 羊m ° 培灘 胞旅 脚 噸 σ・… ） 漁 射す る と 汰 葡 の 細 胞 は 鷺螻 され る が 沙 齢 糊 包
が生 鏃 嬬 鵜 す る・鱗 殖 し た 細胞 を継 代釀 し て 蘇 田 酷 り， そ の 亜 系晒 醐 ． 噸 を照射
し て diX 　 R −2 を作 … iC　o こ の よ 51cし て 再増職 て 誠 雛 集団 i… f ・ ・ 線 螺 射 糠 返 し て 4． fitLwrodi
系 を勧 ・ ZtL ぞ 檎 蝉 礁 胞集団 に 溺 疎 齢 数撫 嬲 の そ れ と上匕鱶 侃 た 講 嗣 の 糊 謙 の

難 体 数の 勲 は 75 で あ ・ た が ・
R ・1 拡 び ・・2 に 鮒 碩 觀 そ オ・そ れ ・3 揖 翻 に 尠 した 。 し

か し R −3 拡 び R −4 に 抑 て は 71 よ 賊 少 し なか 旋 謙 1回 肋 照軅 概 謹 齢 こ な材 ，
2 回照

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（24 ）
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